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さて、あなたの会社ではうまく社内コミュニケーションをとれていますか？

◆ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ◆

ミスやトラブルの要因に！ 社内コミュニケーション不足のリスク

◆ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ◆

近年、働き方改革やデジタル化の進展により職場での対面コミュニケーションが減少し、企業内でさまざまな問題が発生してい

ます。大企業だけでなく、中小企業においても、社内コミュニケーション不足は起きていて、経営課題として年々深刻化している

のが現状です。

リモートワークやオンライン会議の普及には柔軟な働き方や効率化の促進といったメリットはあります。

しかし、その一方で従業員同士が直接対話する機会の減少という課題も生じています。

その結果、組織では以下のような問題が起こっているようです。

◆業務の重複や抜け漏れの発生

◆必要な情報が適切に共有されず、意思決定が遅れる

◆チームの連携不足による生産性の低下

◆誤解や不満の蓄積による人間関係の悪化

これらの問題は、一見些細に思えるかもしれませんが、放置すれば離職率の上昇や企業ブランドの低下など、組織全体に深

刻な影響を及ぼす可能性があります。

そして最終的には、企業の成長や存続そのものを脅かすリスクにつながるのです。

では、社内コミュニケーションを円滑にするには、どのような取り組みをすればよいのでしょうか？

実際に成功している企業では、次のような施策が効果を上げているようです。

■毎朝５分間のミーティングを行ない、情報共有を徹底する

■プロジェクト管理ツールを活用し、業務フローを「見える化」する

■定期的に1on1を実施し、従業員の悩みや課題を把握する

■部署間交流を促進するランチミーティングを開催する

など。

社内のコミュニケーション不足は、放置すると人材育成の停滞や業務の混乱を引き起こし、組織にさまざまな悪影響を及ぼしま

す。そのため、工夫しながら地道に対策していくことが重要です。

もし、社内のコミュニケーションに不安を感じていたら、毎朝のミーティングや1on1の実施など、すぐに実行できそうな取り組み

から始めてみてはいかがでしょうか。

□■□――――――――――――――――― 

編集後記

―――――――――――――――――□■□

今回は「社内コミュニケーション」をテーマにお伝えしました。

働き方改革やデジタル化で便利になった部分は活かしつつ、対面でのコミュニケーションも大切にしていきたいですよね。

当社も直接対話する仕組みを考えていこうと思いました。

最後までお読みいただきましてありがとうございます。

ご不明な点ございましたら、ご遠慮なくお問い合わせ下さい。

それでは、今後ともどうぞよろしくお願いいたします。
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